
 
「 富 岡 製 ⽷ 場 と 絹 産 業 遺 産 群 」 の 世 界 遺 産 登 録 10 周 年 を 記 念 し 、 ま た 、「 オ ー セ ン テ ィ

シ テ ィ に 関 す る 奈 良 ⽂ 書 」 採 択 30 年 を 記 念 し 、 群 ⾺ 県 に お い て 以 下 の 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
が 開 催 さ れ た 。  
【 主 題 】  絹 の 歴 史 と ⽂ 化 を 未 来 に 紡 ぐ  ヘ リ テ ー ジ・エ コ シ ス テ ム に 向 け て：遺 産 、地 域 、

持 続 的 発 展  
【 ⽇ 時 】  2025 年 1 ⽉ 10 ⽇ 及 び 11 ⽇  
【 場 所 】  群 ⾺ ⾳ 楽 セ ン タ ー （ 群 ⾺ 県 ⾼ 崎 市 ）  
【 主 催 】  群 ⾺ 県 、 群 ⾺ 歴 史 ⽂ 化 遺 産 発 掘 ・ 活 ⽤ ・ 発 信 実 ⾏ 委 員 会 、（ ⼀ 社 ） ⽇ 本 イ コ モ ス

国 内 委 員 会  
【 後 援 】  国 際 ICOMOS、 DOCOMOMO Internat ional（ ド コ モ モ 本 部 ）、  

（ ⼀ 社 ） DOCOMOMO Japan、 TICCIH（ 国 際 産 業 遺 産 保 存 委 員 会 ）  
【 ⽀ 援 】  ⽂ 化 庁 令 和 6 年 度 ⽂ 化 芸 術 振 興 費 補 助 ⾦ （ 地 域 ⽂ 化 財 総 合 活 ⽤ 推 進 事 業 ) 
  

こ の シ ン ポ ジ ウ ム で 採 択 さ れ た 成 果 ⽂ 書「 ヘ リ テ ー ジ・エ コ シ ス テ ム に 関 す る 群 ⾺ 宣 ⾔ 」
は 以 下 の 通 り で あ る 。  
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ヘリテージ・エコシステムに関する群馬宣言  

 
2025 年 1 月 10 日から 11 日にかけて、群馬県高崎市の群馬音楽センタ

ーにおいて、国際シンポジウム「絹の歴史と文化を未来に紡ぐ  ヘリテー
ジ・エコシステムに向けて：遺産、地域、持続的発展」注が開催された。こ
のシンポジウムは、群馬県が関係団体および日本イコモスと協力し、文化
庁の惜しみない支援を受けて開催されたものである。  
このシンポジウムは、「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録 10

周年を記念して行われたものである。日本を含む 19 か国以上から約 80 名
の遺産専門家が参加し、さらに群馬県内外から多くの聴衆が集まり、この
遺産を一つの事例としながら、遺産保存における課題と可能性について議
論を行った。  
このシンポジウムは、また、「オーセンティシティに関する奈良文書」が

1994 年に日本で採択されてから 30 周年を祝うものでもあった。過去 30 年
間にわたる遺産のオーセンティシティに関する理念とその実践を振り返
りつつ、参加者は経験を共有し、互いに学び合った。  
 

I .  背景  
地域的な枠組みで見ると、このシンポジウムの必要は、「富岡製糸場と絹

産業遺産群」が置かれる状況から生じたものである。この世界遺産は、日
本における長年の伝統と技術の進歩を基盤とし、フランスの技術を取り入
れることで製糸技術を進化させた技術革新の中心的存在である。20 世紀初
頭における世界の生糸市場での日本の重要な役割を示しており、生糸生産
技術を早い時期に発展させ、世界に広めたことを証明するものとして、顕
著な普遍的価値が認められている。  

しかし、日本の絹産業は、蚕種製造、養蚕、製糸、染色、織布、仕立て、
販売、流通など、多岐にわたる専門職能を持つ多くの人々やコミュニティ
の直接的・間接的な支えによって成り立ってきた。これらのつながりが、
強固な絹のエコシステムを築き上げたのである。現在も、技術開発や商品
開発を進めながら、民間の製糸業や織物業が小規模ながら営まれており、
絹産業への新規参入者も現れている。  
当該世界遺産の 4 つの構成資産は、 1,200 を超える関連資産の中から選

ばれた。この選定プロセスは、これら 4 つの構成資産のみが重要な遺産で
あるという認識を生み出す結果となった。この状況への対処として、「かか
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あ天下―ぐんまの絹物語―」の日本遺産認定、「ぐんま絹遺産」の登録、絹
産業に関する知識を持つ何百人もの人々へのインタビュー、上毛かるたな
ど、公的・民間双方によるさまざまな取り組みが行われている。これらの
取り組みは、絹産業の場や記憶を継承し、地域におけるその多面的な意義
に光を当てている。  
行政間の連携においては、これまで行われてきた群馬県と関係市町村に

よる専門家会合や事務レベル会合に加え、地方自治体の首長が参加する
「世界遺産トップ会議」が 2023 年に設置された。  
かつては群馬県だけでなく日本各地に広がっていた絹産業が衰退する

中、世界遺産の 4 つの構成資産を、関連する記憶や資源、活動と結びつけ
るための努力が進められている。こうしたつながりを通じて、人々やコミ
ュニティの間に新たな関係を構築することが可能であり、またなされるべ
きである。ヘリテージ・エコシステムという概念は、このような必要から
生まれた。  
これを世界的な枠組みで捉え、このシンポジウムでは、ヘリテージ・エ

コシステムという包括的な概念に焦点を当てた。この概念は、文化遺産を
構成する要素やその関連領域を結びつける重要性を強調している。これら
の構成要素には、有形及び無形、文化的及び自然的な遺産の形態と共に、
人間及び人間以外の生物その他の権利を有するものが含まれる。この概念
はまた、これらの要素の間のつながりを強化することの重要性にも光を当
てている。これらの要素が集まり、相互に作用することで網の目のように
密接に絡み合う状態が形成され、その中で遺産が形作られ、多様な意義（文
化的、社会的、環境的、経済的意義など）が生み出されている。  
ヘリテージ・エコシステムというアプローチは、固有の価値を持って遺

産を構成する資産の間の関係性を包括的に捉え、支えるための全体的な枠
組みを提供する。この枠組みにより、ローカルからグローバルに至るまで、
保存と管理における戦略や実践の向上が図られる。  
このシンポジウムでは、 4 つのテーマに焦点が当てられ、一連の相互に

関連する提言が生み出された。ヘリテージ・エコシステムの探求を進める
うえで検討されたテーマは以下の通りである：  

•  ヘリテージ・エコシステムのメカニズムとシステム  
•  ヘリテージ・コミュニティの形成と役割  
•  近代建築と産業遺産の保存と管理  
•  技術と遺産の未来  
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Ⅱ .  前文  
(1)  21 世紀における急速な変化と遺産を成す資源に対する多様な脅威を踏

まえ、新たなアプローチを採用する必要性が認識されている。そのア
プローチは、文化的、社会的、環境的、そして経済的な持続可能性を実
現するために、文化遺産として受け継がれる資産の継続的な利用と管
理を統合するとともに、遺産が広がる場を革新や新たな可能性に開く
ことに、積極的に寄与するものである。  

(2)  この宣言の背景の根底には、国内法や規制、伝統的な遺産管理システ
ムが含まれ、これには先住民族の長い歴史にわたる慣習も含まれる。
特にこのシンポジウムでは、オーセンティシティ、顕著な普遍的価値
（OUV）、有形および無形遺産の統合に関する過去 30 年間の批判的思
考を基盤とした。この知識体系は、ICOMOS、世界遺産委員会、UNESCO
による活動を通じて発展してきたものであり、それには会議、規範的
ツールの作成、および遺産専門家やコミュニティの地域的な集会が含
まれる。  

•  記念建造物及び遺跡の保存修復に関する国際憲章（ヴェニス憲章、
1964 年）  

•  世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約（世界遺産条約、
1972 年）およびその運用指針（ 2024 年改訂版）  

•  オーセンティシティに関する奈良文書（ 1994 年）  
•  無形文化遺産の保護に関する条約（ 2003 年）  
•  奈良 +10：有形文化遺産と無形文化遺産の保護に関する統合的ア

プローチについての大和宣言（ 2004 年）  
•  文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約（ 2005 年）  
•  先住民族の権利に関する国連宣言（ 2007 年）  
•  歴史的都市景観に関する勧告（ 2011 年）  
•  奈良 +20：遺産の実践、文化的価値及びオーセンティシティの概念

に関する議論（ 2014 年）  
•  第 21 回 ICOMOS 総会（シドニー）で採択された先住民族に関す

る３つの決議（ 21GA 2023/15,18,21)  
•  オウロ・プレート文書（ 2024 年）  

(3)  ヘリテージ・エコシステムは、遺産の多面的な機能と、伝統的なもの
から革新的なものまでの多様な要素が相互に補完し合い、持続可能性
を保つための枠組みを提供する。これらの要素には、土地や社会全体
にわたる遺産資産に対して人々が育んできた認識、知識、期待、アイデ
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ンティティ、そして誇りが含まれる。ヘリテージ・エコシステムという
アプローチの重要な目的の一つは、地域の人々が共有してきた遺産の
価値とその中心的な役割についての理解を深めることである。これに
より、地域と世界を結ぶことが可能となり、また、過去から受け継がれ
たもので、今日および未来の地域社会の活力を高め得るのである。  

(4)  ヘリテージ・エコシステムというアプローチは、多面的な評価を可能
にし、遺産の多様性や意義、価値の積層を支える。このアプローチは、
持続可能な保存を実現するためのギャップを埋める助けとなり、経済、
社会、環境という持続可能性の 3 つの柱を効果的に機能させることが
できる。  

(5)  世界遺産は、より広範かつ相互に関連する遺産の中から、世界的な視
点で厳選された代表的なものである。一連のすべての資産を網羅して
いるわけではない。遺産を構成する他の資源とのつながりを認識し、
再構築することが、遺産の継承を促進するうえで不可欠である。  

(6)  ヘリテージ・エコシステムというアプローチは、地域的に意義のある
遺産から世界的に認知されている遺産まで、過去から受け継がれたき
た一連のものをヘリテージ・エコシステムに統合するという課題を理
解し、対処するうえで有用である。したがって、遺産が個々のコミュニ
ティのアイデンティティや活力をどのように形成するのかを理解する
ことは、遺産が共有の利益を生み出す役割を果たす、活気ある環境を
創出するうえで重要となる。  

(7)  我々は、遺産が作られた時代とは異なる文化的、社会的、環境的、経
済的な現実の中に生きている。遺産は、過去についての情報を与え、現
在にインスピレーションを与え、未来に適応する力を我々にもたらす。
今後を見据えると、ヘリテージ・エコシステムというアプローチは、有
形の遺産の特徴や特性を保存することと、無形の伝統や慣習を理解し、
尊重することの両方を伴うオーセンティシティを育み、促進すること
を可能とする。変化は絶え間ないプロセスであり、ヘリテージ・エコシ
ステムは、コミュニティが遺産の価値を高めるような方法で、文化的、
社会的、環境的、経済的、教育的、技術的といった価値を付加しながら
遺産を用い、適切に変容させる力を与えるものである。  

(8)  オーセンティシティに関する奈良文書（ 1994 年）は、社会的信念や価
値観の違いの認識を促進するとともに、無形遺産への配慮を育んだ。
遺産のオーセンティシティという概念は、有形と無形、自然と文化、地
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域と世界、人間と人間以外の生命との統合が進む中で、ますます包括
的な形で進化し続けている。  

(9)  今日、遺産は分断される傾向を見せ、その持続可能性を未来にわたっ
て確保するためには、場所、人々、そして価値のより良い結びつきが求
められている。ヘリテージ・エコシステムは、この目標を達成するため
に分野横断的かつ統合的なアプローチを促進するものである。  

(10)遺産が広がる多くの場が直面する共通課題は、現代のコミュニティが、
コミュニティと遺産資源の双方の持続可能性を高める方法により、文
化的、社会的、環境的、経済的、教育的、芸術的な資産である土地とど
のように関わり、恩恵を受けることができるかを見いだそうとしてい
る点にある。人々に大切に思われている遺産は、観光の利益をもたら
すだけではなく、コミュニティにとってのアイデンティティやインス
ピレーション、意味の源泉として、重要な存在であり続ける。  

 

Ⅲ .  勧告  
あらゆる種類の遺産の持続可能性を確保するためには、まだやらなけれ

ばならないことが多く残されている。脅威は広範で緊急の課題となってい
る一方で、可能性を秘めた機会も存在している。遺産が広がるそれぞれの
場に適したヘリテージ・エコシステムを開発し、更新するためのさらなる
取り組みの輪を広げていくことを呼びかけるために、 2025 年 1 月 10 日か
ら 11 日にかけて群馬県高崎市に集った我々参加者は、以下の提言を今後
の取り組みの指針として提示する。  
このシンポジウムでは、以下の「ヘリテージ・エコシステムに関する群

馬宣言」を採択する。この宣言は、過去から現在、そして未来の世代へと
遺産を保存し、再生し、継承するために、ヘリテージ・エコシステムとい
うアプローチを取り入れた提言を行っている。提言は、地域から国際まで
のあらゆるレベルのコミュニティや行政機関、遺産専門家、遺産関連機関、
さらには国際機関、特に ICOMOS およびそのパートナーである IUCN、
ICCROM に向けられたものである。  
 

1.  多様な価値観と声を持つコミュニティの関与と活力の強化  
コミュニティ、遺産を成す資産、そして価値は密接に結びついている。

人々は地域の基礎自治体および広域自治体と連携しながら、場を定め、投
資し、管理し、時間をかけてその暮らしを形作っていく。地域の知識、伝
統技能、そして文化的な繋がりは遺産の場に足跡を刻み、それを支え続け
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る重要な役割を果たしている。ヘリテージ・エコシステムを守り、持続さ
せるためには、コミュニティや権利者の全面的な関与が不可欠である。  
 したがって、我々は、以下を提言する：  
(1)  関係するコミュニティを巻き込みながら、ヘリテージ・エコシステム

の構造と機能を探求すること。この構造と機能には、文化遺産を構成
する資産、それらの間のつながり、そして遺産の価値が含まれる。  

(2)  コミュニティが十分な関与を通して多様な価値を認識できるように権
限を付与すること。その際、多様な視点が文化遺産の理解、保護、管理、
および関連する伝統や知識に確実に反映されること。  

(3)  人間と地球の権利に調和させながら遺産を継承する中で、地域や先住
民族の伝統や慣習の理解と継続を支援すること。  

(4)  将来の世代やコミュニティの必要や願望を考慮しながら、現代の必要
や願望をヘリテージ・エコシステムに取り入れること。  

(5)  遺産が広がる場の直接的な環境を超えたコミュニティの広範な影響と
関与を認識すること。これには、文化的、社会的、環境的、経済的、歴
史的な繋がりを通じて遺産の価値に貢献する、またはその影響を受け
る遠隔地のコミュニティが含まれる。  

(6)  透明性が高く、開かれた、包摂的で適切な管理運営の仕組みや体制が
構築されるように支援すること。  
 

2 .  分野横断的取り組みとしてのヘリテージ・エコシステム  
ヘリテージ・エコシステムは、ローカルからグローバルまで、遺産が広

がる多様な場、慣習、人々を表現するものである。それは、遺産の価値の
持続と変化、そしてそれらを未来へと継承するための継続的かつ責任ある
管理と継承に取り組むものであり、過去から受け継がれた資産が相互に関
連し合う群として機能する。  
ヘリテージ・エコシステムというアプローチは、様々な種類、重要性、

そしてオーセンティシティを持つ価値ある遺産を統合し、相互に支えるた
めの枠組みを提供する。このアプローチは、遺産の多様な要素を総体的に
捉える視点を働かせるものである。  
ヘリテージ・エコシステムの次元には、記念、感情、生産、創造、革新

を表わす先人の取り組みが含まれる場合がある。これらの要素は、都市や
町、田園、海景、景観、道、あるいは地域クラスターの中に見出すことが
できる。  
したがって、我々は、以下を提言する：  
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(1)  ヘリテージ・エコシステムの発展、管理、継承に関する分野横断的な議
論を促進するための様々なプラットフォームを設立すること。  

(2)  ヘリテージ・エコシステムを管理する中で、先住民族を含めた伝統や慣
習、人間以外の権利者を尊重しながら、有形遺産と無形遺産を結びつけ
ること。  

(3)  文化遺産と自然遺産、さらには人間以外の権利者との間に存在する現
在の分断を克服すること。  

(4)  ヘリテージ・エコシステムという見方を通じて、オーセンティシティを
探求すること。  

(5)  意見が対立する遺産について合意形成と紛争解決の手段を発展させる
こと。  

(6)  地域や国家の境界を超えたヘリテージ・エコシステムのネットワーク
を追求すること。また、共通或いは類似する遺産の研究、調査、保護の
ための国際的な協力関係を構築すること。  

(7)  分野横断的な理解におけるその重要性を認識しながら、代々受け継が
れてきた、あるいは失われた伝統的な知識体系を研究し、尊重するこ
と。  
 

3 .  脅威への対応と機会の活用  
 遺産に対する脅威は多様かつ広範囲に及び、人口移動、経済的圧力、過
剰または不適切な利用、無規制の観光、侵害といった要因による遺産資源
の徐々な劣化には特に注意を要する。また、気候変動や生物多様性の喪失、
汚染といった世界的な危機も全て、文化遺産や自然遺産の浸食をもたらし
ている。同時に、気候変動、生物多様性の喪失、汚染、社会不安といった
課題に対応する中では、レジリエンスや現代的な機能に適応できるよう、
遺産を変化させる機会も存在する。  
したがって、我々は、以下のことを提言する：  

(1)  ヘリテージ・エコシステムに関する環境的、社会的、経済的なリスクと
機会を特定し、その起こりうる影響を予測すること。このプロセスで
は、関係するコミュニティの参加を確実にする必要がある。  

(2)  ヘリテージ・エコシステムにおける変化や変容のプロセスを理解し、
管理すること。その際、遺産の価値と資産のオーセンティシティを尊
重する必要がある。  

(3)何世代にもわたって遺産を支えてきた先住民族の伝統や慣習を記録し、
尊重すること。また、脅威に対処するために伝統的な知識を適応する
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機会を模索すること。  
(4)  急速な変化や多様な脅威に対応するためのレジリエンスに向けた好例

を共有すること。  
(5)  特定のリスクに対応するため、または新たな条件を受け入れるため、

ヘリテージ・エコシステムというアプローチに従いながら、遺産が広
がる場の現代的な活用を拡大する機会を探求し、発展させること。  

(6)  今日における遺産の意義を高め、未来へと継承するための事例を模索
し、共有すること。  
 

4 .  ヘリテージ・エコシステムの持続のための新たな技術  
テクノロジーは飛躍的に進化し、先端的な分析装置による新発見、保存

方法の確立、伝統産業の継承や技術習得の支援等、文化遺産保存の分野に
革新をもたらしている。中でも、この 10 年間で、デジタル技術は特に大き
な発展を遂げてきた。  
人工知能（ AI）、クロス・リアリティ（ XR）、デジタルツイン技術やその

他の応用技術の出現は、文化遺産の解説や活用、そして交流の可能性を豊
かに広げている。一方で、現実世界と仮想世界が共存する現代においては、
これらの境界を曖昧とするリスクも存在している。  
技術的革新の極めて大きな可能性がある中、遺産の保全と継承を強化する
ために、これらのツールを積極的に使いこなしていくことが不可欠である。
このような取り組みは、ヘリテージ・エコシステムの持続可能性を確保す
ることに資するであろう。  
それゆえ、我々は、新しい技術を以下の目的を達成するためのツールと

して探求し、試行することを提言する：  
(1)  個々の遺産を保護し、その遺産のオーセンティシティを確保するとと

もに、ヘリテージ・エコシステムの強化を図ること。  
(2)  遺産の価値を精緻かつ正確に解釈し、遺産に対するより深く多様な理

解を促進すること。  
(3)  遺産を基盤とした多様な交流の形にひらめきを与え、それを発展させ

ること。  
 

IV.  結語  
結びとして、我々は、多様な有形および無形の資産や、遺産の創出およ

び継承のプロセスを統合することを考慮し、さらにヘリテージ・エコシス
テムというアプローチを採用することで、遺産管理を進展させ、オーセン
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ティシティの概念を豊かにできることを確認した。ヘリテージ・エコシス
テムという考え方は、遺産をその社会的、自然的、文化的環境と結びつけ
るものである。この考え方は、地球の未来を築くために遺産を統合する基
盤を形成するものである。  
学術委員会および参加者は、このシンポジウムを豊かな意見交換の場と

した主催者の皆様、特に群馬県、日本イコモス、そして日本国文化庁には
その助成に対し、深く感謝申し上げる。  

2025 年 1 月 11 日、日本国群馬県高崎市で開催された国際シンポジウム
「絹の歴史と文化を未来に紡ぐ  ヘリテージ・エコシステムに向けて：遺産、
地域、持続可能な発展」において、本宣言を採択した。  
 
［ 注 ］ シ ン ポ ジ ウ ム の 英 語 タ イ ト ル は 、 “ Furthe r  Evolu tio n of A uth ent ici ty thr oug h th e 

Lens  of Her ita ge E cos ys tems : He rit age , C omm uni ties , an d S ust ain abl e D evel op-

ment” で あ る 。 直 訳 だ と 「 ヘ リ テ ー ジ ・ エ コ シ ス テ ム の 視 点 か ら 探 求 す る オ ー セ ン テ

ィ シ テ ィ の さ ら な る 進 化：遺 産 、地 域 、持 続 的 発 展 」と な る が 、群 馬 県 を 開 催 地 と し 、

世 界 遺 産 「 富 岡 製 糸 場 と 絹 産 業 遺 産 群 」 を 事 例 と す る に あ た り 、 国 内 の 方 々 が そ の 趣

旨 を 理 解 し や す い よ う 、「 絹 の 歴 史 と 文 化 を 未 来 に 紡 ぐ  ヘ リ テ ー ジ・エ コ シ ス テ ム に

向 け て ： 遺 産 、 地 域 、 持 続 的 発 展 」 と し た 。  




